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ݪொ

ொຽͱٞձΛ݁Ϳใࢽ

����ʢฏ��ʣ�݄�ൃߦ
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খڮ۠ͷߝҾ͖

ਯʢฏʣ͞ޱձ�ॻಓ෦ձ�ڠொจԽݪɿࣈࢴճͷදࠓ Μ

Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉ

ಛผձิܭਖ਼༧ࢉ

ྫͷվਖ਼

ܖෛࣄ

ධՁҕһͷબ࢈ࢿఆݻ

ҙݟॻɾཁ

Ұɹൠɹ࣭ɹ

͝ɹҊɹ

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��1

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��1

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��1

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��1

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��1

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��ʙ�1

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��ʙ��1

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ���1

݄̕ఆྫձͷௌ͝Ҋ�݄��ʢʣޕલ࣌���։ձ༧ఆ
ৄ͍͠ఔ
͓͍߹ͤ
ٞձࣄہ
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 ６月議会の傍聴者　延べ人数１８人　 議会だよりに対するご意見、ご要望がありましたら議会事務局へお問い合せください。
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　沖縄県町村議会議長会主催の常任委員長・副委員長研修会がサ
ザンプラザ海邦で開催され、「常任委員会の役割と運営について」
を４人の議員と１名の職員が参加しました。

　

二
〇
〇
八
年
度
か
ら
使
用

さ
れ
る
高
校
教
科
書
で
、
沖

縄
戦
の
い
わ
ゆ
る
「
集
団
自

決
」（
強
制
集
団
死
）
の
記
述

が
文
部
科
学
省
の
検
定
意
見

に
よ
り
削
除
・
訂
正
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

「『
集
団
自
決
』（
強
制
集
団

死
）
が
日
本
軍
の
命
令
・
強

制
・
誘
導
に
よ
っ
て
起
き
た

事
は
紛
れ
も
な
い
事
実
！
」、

「
沖
縄
戦
の
実
相
を
歪
曲
す

る
行
為
」
と
し
て
、
県
内
四

一
市
町
村
す
べ
て
の
議
会

で
、
検
定
意
見
の
速
や
か
な

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
県
民
の
代

表
で
あ
る
沖
縄
県
議
会
で
は

異
例
と
も
い
え
る
二
度
の
意

見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
戦
の
歴
史
認
識
に
つ
い

て
、
県
民
の
総
意
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
議
会
で
は
六

月
定
例
議
会
冒
頭
に
可
決
し

ま
し
た
。

　

戦
後
六
十
二
年
、
二
度
と

沖
縄
戦
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
そ
し
て
正
し

く
伝
え
る
た
め
に
…
九
月
二

十
九
日
に
は
「
集
団
自
決
」

（
強
制
集
団
死
）
の
県
民
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。 

呉
屋

編

集

後

記

「行政体制の現状と課題」　～法務政策能力の向上を～

　　　　講師：前津榮健氏（沖縄国際大学法学部教授）

「参議院選挙後政局のゆくえ」

　　　　講師：角谷浩一氏（政治ジャーナリスト）

7月18日

８月２日
　沖縄県町村議会議長会主催の町村議会正副議長・委員長研修会
がちゃたんニライセンターで開催され、７人の議員と２名の職員
が参加しました。

～お詫びと訂正～
　議会だより第３２号（２００７年７月１日発行）の文中、数字表記に誤りがあり、関係者の皆様方に
大変ご迷惑をおかけしました。訂正して深くお詫び申し上げます。
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（正）（誤）
14億6,784万3千円14億4,784万3千円３ｐ歳入減の主なもの（国庫支出金）
介護保険介護保健４ｐ介護保険
6億9,931万6千円6億9,936万6千円５ｐ公共下水道事業
 154万円の減154万円の追加 １０ｐ下水道工事（工事請負契約）
県民の水瓶・福地ダム県民の水瓶・副地ダム １２ｐ呉屋悟議員の一般質問
関係法令等に抵触しないか。
又基金の残高が…

関係法令等の残高が… １３ｐ有田力議員の一般質問
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ಛผձิܭਖ਼༧ࢉಛผձิܭਖ਼༧ࢉಛผձิܭਖ਼༧ࢉฏ
�� ՄܾʂՄܾʂ

۠ըཧۀࣄ

ɾ্ݪɾ୨ݪ۠ըཧۀࣄඅͷ

ͼଌྔɻٴܭઃࣄ

ɾࣄෛඅɺݐɺͦͷଞͷิঈ

අʹΑΔͷ͕େ͖͍ɻ

ਫಓۀࣄ

ɾओͳݪҼ৬һڅ༩

අͷͰ͋Δɻ

ग़ʹͦΕͧΕࡀೖࡀ

ɹ�����ઍԁΛՃ
ऩӹతࢧग़ͷ༧ఆֹ

ɹ����ઍԁΛิਖ਼

հޢอݥ

ɾཱۚੵۚجɺঈؐۚ

ɺҰۚࢉͼؐՃٴ

ൠձ܁ܭग़ۚʹΑΔ

ͷ͕େ͖͍ɻ

ۀࣄԼਫಓڞެ

ɾެڞԼਫಓඅͷෛ୲

ۚ૿͕ओͰ͋Δɻ

ग़ʹͦΕͧΕࡀೖࡀ

ɹ�����ઍԁΛՃ
ग़ʹͦΕͧΕࡀೖࡀ

ɹ����ઍԁΛՃ

ݥอ߁ຽ݈ࠃ

ਓࣄҟಈʹ͏৬һͷڅ༩අͷ͕ݮओͰ͋Δɻ

��ग़ͦΕͧΕࡀೖࡀ���ઍԁΛֹݮ
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Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉҰൠձิܭਖ਼༧ࢉҰൠձิܭਖ਼༧ࢉฏ
��

�ग़ʹ�ԯࡀೖࡀ���ສ�ઍԁΛՃ
૯ֹ��ԯ����ສ�ઍԁʹ

ɹࠓճͷิਖ਼ͷಛɺ܁ӽۚͷ֬ఆʹΑΔ̍ԯ���ສԁΛொࡒௐۚج

ੵཱۚΛ܁ೖͨ͜͠ͱͰ͢ɻ

ଟࢍ
��Մܾʂ
ଟࢍ
��Մܾʂ

ओͳࡀೖ

ɾհޢอݥಛผձ܁ܭೖۚ� ����ສ�ઍԁ

ɾدɹɹۚ� ���ສ�ઍԁ

ɾ܁ӽۚͷ֬ఆ� �ԯ���ສ�ઍԁ

ओͳࡀग़

ɾࡒཧඅ� ���ສ�ઍԁ�（職員増によるもの）

ɾொࡒௐཱۚੵۚج� �ԯ���ສ�ઍԁ�

ɾ͙͢Δ՝ۀࣄ� ˚����ສ�ઍԁ�（職員減によるもの）

ɾ੫૯අ� ����ສ�ઍԁ�（職員増によるもの）

ɾମোิࣇ۩څۀࣄ� ˚����ສ�ઍԁ

ɾ࠷ऴॲݐઃෛ୲ۚ� ���ສ�ઍԁ�（サザンクリーンセンター推進協議会）

ɾެڞԼਫಓۀࣄಛผձܭͷ܁ग़ۚ� ���ສ�ઍԁ

ɾ۠ըཧۀࣄಛผձܭͷ܁ग़ۚ� ���ສ�ઍԁ

ɾਤॻؗඅ� ˚����ສ�ઍԁ�（職員減によるもの）

ɾொຽମҭؗඋߪೖඅ� ���ສ�ઍԁ

˞�मਖ਼ҙݟͱͯ͠ɺ࠷ऴॲݐઃෛ୲ۚΛશֹ༧උඅʹ͢Δमਖ਼Ҋ͕ఏग़͞Ε͕ͨɺࢍগͰ൱ܾɺ
ɹ�ิਖ਼༧ࢉࢍଟͰՄܾ͞Εͨɻ



2007 （平成19） 年９月１日発行西 原 町 議 会 だ よ り第33号 （５）

ʢԼਫಓʣܖෛࣄʢԼਫಓʣܖෛࣄʢԼਫಓʣܖෛࣄ

◇兼久第１処理分区枝線工事（その４）ʤզँʥ

ɹɹܖ  ۚ ֹɿ￥47,775,000

ɹɹܖͷ૬खɿ౦༸ίϯΫϦʔτࣜגձࣾ

ɹɹܖͷํ๏ɿொ��ࣾɺொ֎̐ࣾʹΑΔڝ໊ࢦ૪ೖࡳ

ɹɹɹɹɹظɿฏ��݄̒��ΑΓ

ɹɹɹɹɹɹɹɹฏ����݄��·Ͱ

◇兼久第１処理分区枝線工事（その５）ʤզँʥ

ɹɹܖ  ۚ ֹɿ￥48,090,000

ɹɹܖͷ૬खɿଠాݐઃࣜגձࣾ

ɹɹܖͷํ๏ɿொ��ࣾɺொ֎̐ࣾʹΑΔڝ໊ࢦ૪ೖࡳ

ɹɹɹɹɹظɿฏ��݄̒��ΑΓ

ɹɹɹɹɹɹɹɹฏ����݄��·Ͱ
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ઐܾॲ

ݪொ੫ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ

˕ํ੫๏ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ๏ͷߦࢪ͕ฏ��݄̐̍Ͱ͋Δ

͜ͱɻ



ݪொࠃຽ݈߁อݥ੫ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ

˕ੈଳʹଐ͢Δࠃຽ݈߁อݥͷඃอࢉ͖ͭʹऀݥఆͨ͠ॴಘֹׂٴͼࢿ

ͱ͢Δɻֹͨͩࢉ߹ͼੈଳผฏֹׂͷٴׂۉऀݥฒͼʹඃอׂ࢈

͠ɺ֘߹ֹ͕ࢉ������ԁΛ͑Δ߹ʹ͓͍ͯɺૅج՝੫ֹ

������ԁͱ͢Δɻ

ɹ্ૅجه՝੫ֹฏ��݄̐̍ΑΓɺ������ԁͱ͢Δɻ



ݪொߴۀ࢈ԽҬʹ͓͚Δ՝੫໔আʹؔ͢ΔྫͷҰ෦

Λվਖ਼͢Δྫ

˕ԭೄৼڵಛผાஔ๏ͷద༻͕ݶظฏ��݄̏��ʹԆ͞Εɺݪ

ொߴۀ࢈ԽҬʹ͓͚Δ՝੫໔আʹؔ͢Δྫͷ͕ݶظฏ��̏

݄��Ͱ͋Δ͜ͱɻ



ݪொใ௨৴ۀ࢈ৼڵҬʹ͓͚Δ՝੫໔আʹؔ͢Δྫ

ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ

˕ԭೄৼڵಛผાஔ๏ͷద༻͕ݶظฏ��݄̏��ʹԆ͞Εͨ͜ͱɻ



ฏ��ݪொࠃຽ݈߁อݥಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̍߸ʣ

���ग़ͦΕͧΕࡀೖࡀͷ૯ֹʹɺࢉग़༧ࡀೖࡀ˕���ઍԁΛՃ͠ɺࡀ

ೖࡀग़༧ࢉͷ૯ֹΛࡀೖࡀग़ͦΕͧΕ�������ઍԁͱ͢Δɻ



ฏ��ݪொਓอ݈ಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̍߸ʣ

��ग़ͦΕͧΕࡀೖࡀͷ૯ֹʹɺࢉग़༧ࡀೖࡀ˕���ઍԁΛՃ͠ɺࡀೖࡀ

ग़༧ࢉͷ૯ֹΛࡀೖࡀग़ͦΕͧΕ�������ઍԁͱ͢Δɻ

ঝೝ̍߸







ঝೝ̎߸













ঝೝ̏߸











ঝೝ̐߸







ঝೝ̑߸







ঝೝ̒߸

ͤΜ͚ͭ͠ΐͿΜɿઐܾॲ

ɹٞձ͕ܾٞΛ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ྫɾ༧ࢉͳͲʹ͍ͭͯɺொ͕ٞձʹΘܾͬͯ

அɾܾఆ͢Δ͜ͱΛઐܾॲͱ͍͍·͢ɻؒ࣌తʹٞձͷ։࠵ʢঌूʣΛͯͳ͍ٸۓͷ

߹ٞձཱ͕͠ͳ͍ͱ͖ͳͲ๏ͷنఆʹΑΔ߹ɺ࣍ͷٞձʹใ͠ࠂɺٞձͷঝ

ೝΛٻΊͳ͚ΕͳΒͳ͍ͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻʢઐܾॲ͕ແޮʹͳΔ͜ͱ͋Γ·ͤΜʣ
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डཧ͞Εͨɾཁॻ

ʓ�றཹؔ܉৬ऀྟ࣌ાஔ๏ͷ༗ޮݶظԆʹؔ͢Δʜʜʜʜʜʜɹ࠾ɹɹɹ

ʓ�ʮूஂܾࣗʯʹ ؔ͢Δमਖ਼ҙݟఫճΛจՊলٻΊΔҙݟॻ࠾ʹ͍ͭ ʢͯʣ

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹΈͳ͠࠾�

ʓ�̑ࢢொଜ॥ܕॲཧࢪઃͷݐઃʹ͚ͨએݴจͷ࠾ʹ͍ͭ ʢͯཁʣʜʜɹɹɹɹ

ʓ࠷�อো੍ۚͷ࣮ݱΛٻΊΔʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹɹ

ʓ�ूஂܾࣗɾ໋܉༗ແͷܾٞɾෆ࠾͓͍ئͷ݅ʢཁʣʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹɹ

　今から62年前の1945年、この沖縄の地で住民を巻き込んだ国内唯一の地上戦が行われ、県民の４

人に１人が犠牲となった。鉄の暴風と言われる凄まじい砲爆撃が県土を焦土と化した。中でも本町

は、住民の実に47％にあたる5,100人余の尊い命が奪われた沖縄戦最大の激戦地である。いまだに未

収骨や不発弾が発見されるなど、戦後は終わっていない。戦後62年、沖縄戦の真実を伝えることは重

要である。

　そのような中、2008年度から使用される高校教科書検定結果の公表によると、沖縄戦におけるいわ

ゆる「集団自決」の記述について、「日本軍による強制または命令は断定できない」との検定意見によ

り、日本軍による命令・強制・誘導等の表現を削除・修正させられていたことが明らかとなった。

　その根拠として文部科学省は、日本軍による命令を否定する学説が出ていることや、自決を命じた

とされる元軍人らが起こした裁判などを挙げている。

　しかしながら、係争中の裁判を理由にし、かつ一方の当事者の主張のみを取り上げることは、文部

科学省自らが課す検定基準である「未確定な時事的事象について断定的に記述しているところはない

こと」を逸脱するばかりか、体験者による数多くの証言や、歴史的事実を否定しようとするものであ

る。

　沖縄戦の記述をめぐっては、1982年、文部省（当時）の検定により、日本軍による「住民虐殺」の

記述削除が明らかとなった際、「県民殺害は否定することのできない厳然たる事実である」ことを臨時

県議会（同年９月４日）において、「全会一致」で意見書を採択し、記述復活をさせた経緯がある。

　沖縄戦における「集団自決」が、日本軍による命令・強制・誘導などなしに起こりえなかったこと

は紛れもない事実であり、それが歪められることは、悲惨な地上戦を体験し、筆舌に尽くしがたい犠

牲を強いられてきた沖縄県民にとって、到底容認できるものではない。

　よって本町議会は、沖縄戦の歴史を正しく伝え、悲惨な戦争が再び起こることのないようにするた

めにも、今回の検定意見が速やかに撤回されるよう強く要請する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　　平成19年６月14日

沖縄県西原町議会　

　あて先　内閣総理大臣、文部科学大臣

教科書検定に関する意見書教科書検定に関する意見書
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　貴職におかれましては、平素から駐留軍関係の雇用・離職者対策の特段のご尽力を賜り、深

く感謝申し上げます。

　さて、「駐留軍関係離職者等臨時措置法」は、平成２０年５月１６日で有効期限を迎えます。ご

承知の通り、駐留軍雇用は、米国の軍事政策や国際情勢等に影響を受ける特殊な職場環境下に

あり、本質的には不安定な状況に置かれています。

　本県におきましては、平成１８年５月の在日米軍再編に関する最終報告で、「在沖海兵隊のグア

ム移転及び嘉手納以南の基地返還と北部基地への統合」等が合意されております。６つの対象

施設には３,９３６名の従業員が勤務し、海兵隊のグアム移転は、状況如何によっては、駐留軍労働

者としての雇用継続が困難となる事態も懸念されます。

　一方、全国の失業率は４％台で推移していますが、県内の失業率は全国の約２倍で推移し、

雇用情勢は極めて深刻な状況にあり、駐留軍関係離職者の再就職・自活の道は容易でない状況

にあります。そうした中で駐留軍労働者の解雇が発出されますと、県経済に与える影響は大き

く地域的な雇用情勢は、パニック状態に陥る事は明らかであります。

　つきましては、有効期限をむかえる駐留軍関係離職者等措置法の再延長につきまして、なお

一層のご配慮が必要と存じますので、同法の再延長実現にご尽力を賜りますようお願い申し上

げます。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　　平成１９年６月２０日

沖縄県西原町議会　

　あて先　防衛施設庁長官、厚生労働大臣

駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書
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今
回
策
定
さ
れ
た
平
成
一

九
年
度
か
ら
平
成
二
三
年

度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
は
、

平
成
一
四
年
度
か
ら
平
成
一
八

年
度
ま
で
の
前
期
基
本
計
画
の

主
な
課
題
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課
長　

国
の
三
位
一

体
改
革
、
地
方
分
権
の
推
進
等

社
会
情
勢
が
非
常
に
目
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
っ
て
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
運
営
に
直
面
し
て
い

る
。

　

後
期
基
本
計
画
は
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行
い
、

民
間
で
や
る
べ
き
か
、
行
政
で

負
う
べ
き
か
、
振
り
分
け
し
て

つ
く
っ
た
。

後
期
基
本
計
画
は
、
前
期

と
大
幅
に
は
変
っ
て
い
な

い
。
課
題
と
し
て
民
間
が
や
る

べ
き
も
の
は
具
体
的
に
ど
う

い
っ
た
も
の
を
盛
り
込
ん
だ
の

か
。

企
画
政
策
課
長　

私
達
が
所
管

す
る
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
の
派
遣
は
あ
る
程
度

役
割
が
終
わ
っ
た
こ
と
、
戦
争

体
験
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
も
参
加

し
な
く
な
っ
た
状
況
で
削
除
が

あ
る
。前

期
基
本
計
画
が
終
っ

て
、
箇
条
書
き
で
情
報
公

開
し
た
方
が
ど
う
い
う
部
分
が

行
政
が
取
り
組
ん
だ
成
果
か
、

分
か
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長　

課
題
、
見
直

し
を
一
覧
表
に
し
て
、
各
施
策

に
つ
い
て
総
合
計
画
策
定
委
員

で
作
成
し
て
検
証
し
、
後
期
に

引
継
ぐ
施
策
、
削
除
す
る
施
策

と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
。

平
成
一
六
年
一
二
月
一
五

日
の
補
助
金
審
査
委
員
会

か
ら
提
案
し
て
い
る
「
補
助
金

交
付
に
つ
い
て
は
各
担
当
課
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
窓
口
を

一
本
化
し
て
各
種
団
体
へ
交
付

す
べ
き
で
は
な
い
か
」、
第
三

者
的
な
判
断
が
大
事
と
思
う
。

町
長
は
、
規
約
は
あ
り
、
休
眠

状
態
に
な
っ
て
い
る
補
助
金
審

査
委
員
会
を
引
続
き
人
選
し

て
、
二
〇
〇
万
円
以
下
も
含
め

て
補
助
金
の
審
査
を
考
え
て
い

る
か
。

町
長　

時
期
は
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
内
部
の
基
準
づ
く

り
が
済
ん
だ
時
点
で
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

あ
が
り
テ
ィ
ー
ダ
公
園

は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
町
内
外
か
ら
利

用
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
の
マ

ナ
ー
が
悪
い
た
め
、
ご
み
の
散

乱
な
ど
非
常
に
ひ
ど
い
状
況
に

あ
り
、
管
理
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

産
業
課
長　

公
園
利
用
者
の
モ

ラ
ル
の
低
さ
で
現
在
本
当
に

困
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
と
も
継
続
的
に
マ
ナ
ー
の
啓

発
を
強
力
に
実
施
し
、
ほ
か
の

方
策
が
な
い
か
、
検
討
し
て
対

策
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

城間義光　議員

◇ 後期基本計画は

◇補助金の審査を

◇あがりティーダ公園の

管理は

平
成
一
九
年
度
の
予
算

は
多
額
の
基
金
を
取
り

崩
し
て
編
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
町
長
は
施
政
方
針
の
な
か

で
平
成
一
九
年
度
を
財
政
再
建

元
年
と
位
置
付
け
、
財
政
問
題

に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

財
政
課
長　

財
政
健
全
化
策
に

つ
い
て
は
行
政
改
革
推
進
本
部

の
財
政
部
会
の
な
か
で
、
具
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

税
務
課
長　

歳
入
の
な
か
の
町

税
に
つ
い
て
は
、
徴
収
確
保
の

た
め
に
収
納
係
を
一
名
増
員
し

た
。
年
間
百
件
程
の
不
動
産
の

差
し
押
さ
え
や
預
金
の
差
し
押

さ
え
等
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
導
入

な
ど
も
含
め
、
徴
収
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

企
画
政
策
課
長　

今
年
度
の
事

務
事
業
の
必
要
性
や
実
施
主
体

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討

し
、
行
財
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン

で
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
な

い
、
中
長
期
の
財
政
計
画
に
は

ね
返
し
て
い
き
な
が
ら
健
全
化

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

財
政
再
建
元
年
を
施
政

方
針
で
も
示
し
て
い
る
の
で
財

政
再
建
に
努
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
た
い
。

町
道
「
小
波
津
・
津
花
波

線
」
の
津
花
波
交
差
点
か

ら
部
落
内
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の

区
画
の
路
面
は
、
傷
み
が
ひ
ど

く
早
急
な
舗
装
対
策
が
望
ま
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

土
木
課
長　

当
該
地
域
は
平
成

二
〇
年
度
に
公
共
下
水
道
工
事

の
計
画
が
あ
る
の
で
、
そ
の
下

水
道
工
事
と
合
わ
せ
て
舗
装
工

事
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
間
の

対
応
と
し
て
道
路
維
持
補
修
に

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

す
ぐ
や
る
課
長　

当
該
地
域
は

交
通
量
が
多
く
道
路
の
剥
離
が

早
い
状
態
に
あ
る
。
当
分
の
間

の
対
応
と
し
て
剥
離
が
多
い
と

こ
ろ
は
路
面
改
良
工
事
を
行
な

い
、
こ
ま
め
に
管
理
し
て
い
き

た
い
。

上
下
水
道
課
長　

津
花
波
地
区

の
下
水
道
の
件
に
つ
い
て
は
平

成
一
八
年
度
で
設
計
を
終
了
し

て
お
り
、
平
成
二
〇
年
度
に
工

事
を
計
画
し
て
い
る
。

学
校
週
五
日
制
の
事
実

上
の
廃
止
が
教
育
再
生

会
議
で
提
起
さ
れ
た
が
、
本
町

で
は
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

教
育
長　

国
際
的
な
テ
ス
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
土
曜
授
業

を
復
活
せ
よ
と
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
五
年
間
し
か

週
五
日
制
を
や
っ
て
な
い
の
に

す
ぐ
や
め
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
本
町
と
し
て
は
状
況
を

じ
っ
く
り
見
て
か
ら
対
応
を
考

え
よ
う
と
思
う
。

有田　力　議員

◇財政再建どうする

◇津花波区の路面舗装の

対応は

◇どうなる週５日制

問

問問問

問

後期基本計画書

問

問

問

小波津・津花波線
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い
わ
ゆ
る
「
集
団
自
決
」

の
生
存
者
で
あ
る
垣
花
教

育
長
は
、「
集
団
自
決
」
問
題
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
？

教
育
長　

昭
和
二
〇
年
三
月
二

六
日
、
沖
縄
戦
の
最
初
の
地
上

戦
が
行
わ
れ
た
の
が
慶
良
間
諸

島
、
真
っ
先
に
上
陸
し
た
の
が

私
の
出
生
し
た
阿
嘉
島
。
沖
縄

戦
時
、
私
は
小
学
一
年
。
山
の

上
か
ら
見
る
と
船
を
飛
び
越
え

て
渡
れ
る
ぐ
ら
い
米
艦
船
が
つ

な
が
っ
て
い
た
。
物
量
を
誇
る

米
軍
が
赤
子
の
手
を
ひ
ね
る
よ

う
に
上
陸
し
て
き
た
。
そ
れ
で

私
の
父
が
決
断
し
て
、
手
り
ゅ

う
弾
二
個
で
…
死
の
う
と
す
る

と
、「
二
つ
の
手
り
ゅ
う
弾
で

は
一
五
名
全
員
は
死
ね
な
い
」。

そ
こ
で
ヌ
ヌ
ノ
フ
キ
と
い
う
西

海
岸
の
絶
壁
か
ら
み
ん
な
で
落

ち
よ
う
と
死
に
場
所
に
向
か
っ

た
。
そ
の
間
、
最
後
だ
か
ら
と

鷲
ミ
ル
ク
や
黒
砂
糖
を
食
べ
た

ら
、
私
が
「
水
を
飲
み
た
い
」

と
喉
の
渇
き
を
訴
え
た
の
で
、

私
達
は
水
の
あ
る
谷
間
に
行
く

と
、
そ
こ
に
住
民
た
ち
が
い
た

…
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
、
あ

の
「
集
団
自
決
」
は
自
分
た
ち

が
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
や
っ

た
。
渡
嘉
敷
も
座
間
味
も
…
親

が
子
ど
も
を
殺
し
た
。

　

な
ぜ
肉
親
同
士
が
殺
し
合
う

「
集
団
自
決
」
が
起
こ
っ
た
の

か
？
見
た
こ
と
も
な
い
連
合
艦

隊
が
島
を
囲
み
、
雨
あ
ら
れ
の

よ
う
な
弾
を
撃
ち
込
ん
で
く

る
。
逃
げ
場
の
な
い
恐
怖
感
と

絶
望
感
、
さ
ら
に
住
民
が
捕
虜

に
な
る
と
情
報
を
全
部
流
す
ス

パ
イ
に
な
る
か
ら
、「
生
き
て

虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」、「
鬼

畜
米
英
」
と
教
え
続
け
ら
れ
て

い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　

命
令
が
な
く
て
も
死
ん
だ
人

も
い
る
か
ら
、
一
概
に
軍
命
は

あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
軍
命
あ
る
い
は

圧
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
う
。
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部
分
的
に
は
軍
が
関
与

し
た
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か

し
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
・
状
況

で
犠
牲
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
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本
庁
玄
関
前
に
あ
る
憲

法
九
条
の
碑
を
掃
除
し
た
り
、

周
辺
に
生
え
た
草
を
と
っ
た

り
、
こ
う
し
た
こ
と
も
一
つ
の

表
れ
と
思
っ
て
い
る
。

ɹٞһޛɹޖ

◇ 「集団自決」 とは何か？

◇ 「集団自決」 の軍関与を

認めるか？

◇憲法９条を守る具体的

行動とは？
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計
画
に
掲
げ

た
施
策
は
約
二
〇
〇
項
目
で

す
。
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
で
進
ん

で
い
る
の
が
一
二
七
項
で
、
率

に
し
ま
す
と
六
三
・
五
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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基
本
計
画
に

は
、
具
体
的
な
目
標
値
は
設
定

し
て
ま
せ
ん
が
、
実
施
計
画
三

年
ご
と
で
検
証
し
て
お
り
ま

す
。
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事
業
の
仕
分

け
や
さ
ら
に
「
民
間
か
ら
の
事

業
提
案
制
度
」
に
つ
い
て
も
、

研
究
・
検
討
し
ま
す
。
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西
原
町
の
将

来
像
�

地
域
か
ら
西
原
町
を
考

え
て
い
く
事
�「
住
民
会
議
」

な
る
も
の
を
設
置
し
な
が
ら
、

行
政
の
情
報
を
公
開
し
、
行
政

の
参
画
実
行
の
た
め
の
ワ
ー
キ

ン
グ
学
習
を
継
続
し
、
真
の
町

民
参
画
の
計
画
を
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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常
に
町
民
と
共
に
計
画

し
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

দɹۈɹٞһ

◇町の将来を左右する、

総合計画に住民参加で�

◇主人公は町民で�

問

ʮूஂܾࣗʯ�ʹ ҭڭΔ֞Ֆޠ͍ͯͭ

問問

問問

問
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西
原
保
育
所
の
改
築
計
画

の
状
況
。
公
設
、
民
営
の

方
向
性
は
。
一
八
年
度
に
は
決

定
が
な
さ
れ
る
と
い
う
答
弁
で

あ
っ
た
が
。

町
長　

保
育
行
政
に
お
け
る
公

立
保
育
所
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り

時
間
的
に
余
裕
は
な
い
と
思
う

が
、
方
向
性
を
決
め
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

も
う
方
向
性
が
定
ま
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
去
っ
た
一
二
月
の
定
例

議
会
の
中
で
、「
保
育
の
責
任

か
ら
逃
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と

現
場
の
声
が
あ
る
と
言
わ
れ
た

が
、
ど
う
い
う
事
な
の
か
。

町
長　

保
育
所
の
保
母
の
皆
さ

ん
た
ち
か
ら
、
町
立
保
育
所
を

民
営
化
し
な
い
よ
う
に
と
の
要

請
を
受
け
た
。
そ
の
中
で
保
育

行
政
か
ら
逃
れ
る
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
ふ

う
な
、
つ
ま
り
保
育
の
責
任
を

放
棄
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う

要
請
が
あ
っ
た
。
私
も
保
育
の

責
任
か
ら
逃
れ
る
気
は
も
う
と

う
持
っ
て
い
な
い
と
答
え
た
。

儀間信子　議員

◇保育行政の責任から逃

れないで、西原保育所

公設、民営方向性の決

定は

沖
縄
県
や
那
覇
市
は
数
年

後
の
財
政
分
析
を
行
い
、

確
実
に
や
っ
て
く
る
財
源
不
足

を
数
字
的
に
把
握
し
、
そ
の
対

策
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

町
の
現
状
は
。

財
政
課
長　

平
成
二
〇
年
度
か

ら
四
年
間
で
一
五
億
五
七
〇
〇

万
円
の
財
源
不
足
を
見
込
ん
で

い
る
。財

源
不
足
の
対
応
策
は
?

企
画
政
策
課
長　

事
務
事
業
の

改
善
や
見
直
し
、
事
業
の
必
要

性
の
程
度
、
事
業
期
間
の
延
長

な
ど
を
精
査
・
検
証
し
て
い
く
。

四
年
間
で
一
五
億
円
も
の

財
源
不
足
が
生
じ
る
現
状

で
、
財
政
再
建
元
年
な
ん
て

言
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

行
財
政
改
革
の
手
法
は
示
し
て

も
、
具
体
的
な
課
題
解
決
へ
の

切
り
込
み
、
熱
意
や
危
機
感
が

伝
わ
ら
な
い
。
バ
ス
が
走
る
前

に
大
き
な
穴
ぼ
こ
が
あ
い
て
い

て
、
そ
の
穴
ぼ
こ
を
ど
の
程
度

補
修
す
れ
ぱ
乗
り
越
え
ら
れ
る

か
、
ま
さ
に
時
間
と
の
勝
負
。

「
元
年
」
で
は
な
く
「
危
機
」

宣
言
を
し
、
町
民
一
体
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

非
常
に
厳
し
い
指
摘
だ

が
、
危
機
意
識
を
全
町
民
挙
げ

て
共
有
し
、
事
務
事
業
の
見
直

し
に
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全

化
に
真
剣
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
。

問
題
が
複
雑
に
か
ら
み
錯

綜
し
て
い
る
時
に
は
、
単

純
な
問
い
か
け
が
物
事
の
本
質

を
突
く
こ
と
が
あ
る
。
旧
南
廃

協
や
新
組
織
は
任
意
だ
と
す
る

が
、
任
意
の
組
織
が
公
費
を
使

え
る
の
か
。
そ
の
組
織
は
何
を

根
拠
に
存
在
す
る
の
か
。

町
長　

地
方
公
共
団
体
の
組
合

の
種
類
及
び
建
設
に
よ
っ
て
一

部
事
務
組
合
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
自
治
法
二
八
四
条

の
趣
旨
に
基
づ
く
。

自
治
法
に
基
づ
き
、
南
部

広
域
行
政
組
合
の
規
約
の

中
か
ら
糸
満
市
が
離
脱
す
る
規

約
改
正
が
全
関
係
議
会
の
議
決

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
旧
南
廃

協
の
解
散
や
新
組
織
の
立
ち
上

げ
も
法
的
に
合
法
・
可
能
で
は

な
い
か
。

町
長　

法
律
上
は
条
件
が
整
っ

て
い
な
い
と
理
解
し
て
い
る

が
、
両
組
織
と
も
任
意
団
体
な

の
で
、
全
構
成
自
治
体
が
足
並

み
を
そ
ろ
え
た
い
。

旧
南
廃
協
は
、
組
合
規
約

第
三
条
第
三
項
に
基
づ

き
、
準
じ
て
組
織
さ
れ
た
公
的

団
体
だ
が
、
新
組
織
は
規
約
改

正
（
糸
満
市
の
離
脱
）
を
待
た

ず
に
作
ら
れ
、
ま
さ
に
任
意
団

体
に
な
っ
て
い
る
。

町
長　

こ
の
第
三
条
第
三
項
に

関
す
る
事
務
で
新
組
織
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。

組
合
規
約
上
、
糸
満
市
を

残
し
た
ま
ま
立
ち
上
げ

た
新
組
織
は
任
意
団
体
で
、
そ

の
組
織
が
公
費
・
予
算
を
執
行

す
れ
ば
住
民
監
査
請
求
の
対
象

に
な
る
。

町
長　

答
弁
漏
れ

与那嶺義雄議員

◇４年間で15億円の

　財源不足

◇南廃協・サザン協の

　法的根拠

問問

問問問

問問

問問

町立保育所

南部広域行政組合例規集
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マ
リ
ン
タ
ウ
ン
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
網
の
整
備
に
つ

い
て
、
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
は
四

月
二
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
多

く
の
利
用
者
が
訪
れ
、
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
浦
添
、
那

覇
方
面
か
ら
来
る
お
客
さ
ん

が
、
進
入
道
路
が
わ
か
ら
な
い

状
況
に
あ
り
、
利
用
者
に
不
便

を
き
た
し
て
居
り
ま
す
。
国

道
・
県
道
・
町
道
の
整
備
の
遅

れ
、
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

土
木
課
長　

国
道
三
二
九
号
線

与
那
バ
イ
パ
ス
は
平
成
一
八
年

度
末
で
、
用
地
面
積
比
で
約
五

五
％
で
、
県
道
三
八
号
線
浦

添
・
西
原
線
は
約
三
五
％
の
進

捗
で
地
権
者
と
の
交
渉
が
難
航

し
て
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
国
・
県
へ
平
成
二
一
年
度

ま
で
完
成
を
強
く
要
請
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
の
管
理

運
営
は
三
年
間
で
四
、 五

〇
〇
万
円
の
赤
字
計
画
で
ス

タ
ー
ト
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
四

月
二
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
間

も
な
い
が
、
入
客
数
、
売
上
高
、

利
用
状
況
、
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

都
市
計
画
課
長　

五
月
末
現
在

約
一
月
間
で
、
入
客
数
三
九 
、

八
〇
〇
名
で
、
売
上
額
は
一
、

一
〇
〇
万
と
な
っ
て
お
り
、
予

想
以
上
の
入
客
と
な
っ
て
い
ま

す
。
課
題
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
の

連
れ
込
み
は
、
ビ
ー
チ
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
広
場
は
原
則
禁
止
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
へ
の
連

れ
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
タ
バ

コ
の
ポ
イ
捨
て
、
沖
合
か
ら
の

漂
着
ゴ
ミ
が
多
く
、
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

特
に
採
算
の
点
に
つ
い
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
イ
ベ
ン

ト
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
等
、
数
多
く
の
催
し
物
を
年

次
的
に
計
画
し
て
、
相
乗
効
果

で
ビ
ー
チ
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な

る
よ
う
、
進
め
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

月
曜
日
の
開
館
を
望
む
声
多
く
�
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図
書
館
は
オ
ー
プ
ン
か

ら
五
〇
万
人
の
入
客
で

町
内
外
か
ら
数
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
利
用
者
の
声
と
し

て
、
学
校
行
事
や
祝
祭
日
の
振

替
休
日
が
年
間
一
〇
日
前
後
の

月
曜
日
の
休
日
と
な
っ
て
い

る
。
月
曜
日
の
休
館
日
を
変
更

し
、
利
用
し
た
い
と
の
意
見
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　

県
内
公
共
図

書
館
連
絡
協
議
会
が
盟
館
の
休

館
日
を
調
べ
た
と
こ
ろ
月
曜
日

の
休
館
日
が
二
六
館
あ
り
、
火

曜
日
が
八
館
、
土
曜
日
が
八
館

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
月
曜
日

の
休
館
が
多
く
集
中
し
て
い
る

た
め
、
他
市
町
村
の
開
館
、
休

館
等
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

大城好弘　議員

◇きらきらビーチへの

　アクセス道路網の

　早期整備を�

きらきらビーチ

池
田
、
小
波
津
団
地
を
含

む
地
域
で
は
、
路
線
バ
ス

の
運
行
が
な
く
、
通
勤
や
児
童

生
徒
の
通
学
や
高
齢
者
の
通

院
、
役
場
へ
の
出
か
け
な
ど
に

不
便
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
で
何
度
も
取
り
あ
げ
て

参
り
ま
し
た
が
、
交
通
不
便
地

域
へ
の
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
進
展
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

町
長　

当
該
地
域
へ
の
公
共
交

通
の
確
保
方
等
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
そ
の
進
捗
を
総
合

事
務
局
運
輸
部
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
平
成
一
九
年
予
算
で
五

〇
〇
万
円
の
予
算
を
確
保
す
る

事
が
で
き
た
と
の
回
答
を
得
て

お
り
ま
す
。

　

有
効
に
こ
の
調
査
費
が
活
用

さ
れ
、
地
域
住
民
の
不
便
性
の

解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
な
形

で
、
活
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

企
画
政
策
課
長　

総
合
事
務
局

運
輸
部
の
企
画
課
で
、
こ
の
公

共
交
通
不
便
地
域
の
調
査
を
実

施
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
五
〇
〇
万
円
の
予
算
を
獲

得
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
一
切
町
の
負
担
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
総
合

事
務
局
の
費
用
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

バ
ス
ル
ー
ト
の
案
に
つ
い
て

は
、
単
に
池
田
、
小
波
津
地
域

の
公
共
交
通
不
便
地
域
を
解
消

す
る
の
み
で
は
な
く
、
マ
リ
ン

パ
ー
ク
も
開
園
し
て
い
ま
す
の

で
、
首
里
駅
か
ら
マ
リ
ン
パ
ー

ク
ま
で
の
ル
ー
ト
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
、
今
あ
る
バ

ス
路
線
の
再
編
、
新
し

く
路
線
を
つ
く
る
の

か
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査

の
方
法
が
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

昨
年
一
一
月
に
誕

生
し
た
仲
井
眞
知

事
の
公
約
で
あ
る
認
可

外
保
育
園
へ
の
給
食
補

助
の
実
現
に
向
け
て
、

本
町
の
対
応
策
は
あ
る

の
か
。

福
祉
課
長　

こ
れ
ま
で

認
可
外
保
育
園
へ
の
県
の
対
応

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
す
こ
や

か
保
育
事
業
で
対
応
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
身
的
に

は
、
牛
乳
代
、
健
診
、
調
理
員

の
検
便
が
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て

お
り
ま
し
て
、
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
県
は
そ
の
方
向

で
一
応
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
所
管
課
長
会
議
等
で
も
話

を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
実
際

の
と
こ
ろ
、
現
在
県
が
認
可
外

保
育
施
設
に
対
し
て
調
査
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
六
月
の
頭
と
い
う
こ

と
で
県
下
の
認
可
外
保
育
所
に

対
し
て
そ
の
現
場
の
給
食
状
況

に
つ
い
て
調
査
に
入
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
動
向
を

見
て
本
町
と
し
て
も
、
そ
れ
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

長浜ひろみ議員

◇交通不便地域へ

　　　バス運行を�

◇認可外保育園へ

　　　給食補助を�

問

問

問

問

問

池田地区
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幸
い
な
事
に
西
原
町
に
は

最
高
学
府
と
言
わ
れ
る
大

学
が
二
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
琉
球

大
学
の
事
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院

大
学
は
私
自
身
が
理
事
を
や
っ

て
お
り
、
理
事
会
で
い
ろ
ん
な

方
向
性
を
示
し
て
い
る
事
か
ら

あ
る
程
度
理
解
を
し
て
居
り
ま

す
。
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と

言
う
事
を
大
変
重
視
し
て
お

り
、
地
域
の
方
々
と
共
に
や
っ

て
い
き
た
い
と
言
う
目
標
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
言
う
意
味
で
例

え
ば
町
立
保
育
園
や
小
中
学
校

の
学
習
支
援
等
も
含
め
て
協
定

を
結
ん
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

教
育
長　

平
成
一
七
年
度
か
ら

大
学
と
の
提
携
事
業
を
始
め
て

お
り
ま
す
。
今
年
で
二
回
目

で
、
先
日
第
一
回
目
の
講
座
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
非
常
に

内
容
の
濃
い
も
の
で
、
今
年
は

六
〇
名
位
集
ま
り
非
常
に
喜
ん

で
い
ま
す
。
去
年
は
進
め
る
中

で
も
た
も
た
が
あ
り
ま
し
た
。

途
中
で
ど
こ
が
講
師
料
を
出
す

か
と
言
う
事
が
問
題
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
琉
大
側
か
ら
三

名
キ
リ
ス
ト
教
学
院
側
が
五
名

で
前
期
・
後
期
で
一
〇
名
来
ま

す
け
ど
口
約
束
で
何
の
取
り
決

め
も
あ
り
ま
せ
ん
。
協
定
を
結

ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
波
津
団
地
の
残
地
問
題

で
す
が
、
何
度
も
議
会
で

取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
�
こ

の
土
地
は
緑
地
で
は
な
く
残
地

と
明
記
さ
れ
て
い
る
事
の
意
味

を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。
�

こ
の
土
地
を
町
に
移
す
際
、
あ

え
て
使
用
権
は
小
波
津
団
地
自

治
会
に
あ
る
と
明
記
し
て
覚
書

を
交
わ
し
た
事
を
ど
う
理
解
し

て
ま
す
か
。
�
こ
の
土
地
を
所

有
す
る
予
定
と
明
記
さ
れ
た
申

請
書
を
確
認
し
て
地
方
自
治
法

に
よ
る
法
人
格
を
町
は
付
与
し

た
の
に
小
波
津
団
地
自
治
会
に

残
地
を
返
さ
な
い
の
は
何
故
で

す
か
。

都
市
計
画
課
長　

質
問
�
に
つ

い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　

沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
に
依

る
小
波
津
団
地
の
開
発
計
画
、

配
置
計
画
図
を
見
ま
す
と
、
残

地
と
言
う
表
示
区
分
が
あ
り
、

宅
地
で
も
な
く
、
公
園
、
広
場
、

緑
地
等
の
公
共
施
設
で
も
な
い

残
地
と
表
示
し
た
の
は
当
時
当

事
者
間
で
何
ら
か
の
事
情
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

�
に
つ
い
て
は
将
来
自
治
会
の

発
展
の
為
、
特
定
か
つ
有
効
に

残
地
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

と
言
う
住
宅
供
給
公
社
側
の
意

向
が
う
か
が
え
ま
す
。

�
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
長
い

間
小
波
津
団
地
自
治
会
、
西
原

町
、
県
住
宅
公
社
と
間
に
協
議

が
行
わ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
地
方
自
治
法
に
よ
る
地
縁

団
体
の
権
利
、
義
務
認
可
の
意

味
、
残
地
の
利
用
法
等
関
連
部

署
を
含
め
内
部
で
充
分
精
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

前里光信　議員

◇地元大学の活用

　　（教育の充実）

◇地域の活性化

沖縄キリスト教学院大学

こ
れ
ま
で
幼
稚
園
に
於
い

て
二
ヶ
年
保
育
を
実
施
し

保
護
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
評
価

を
さ
れ
て
お
り
こ
れ
を
小
学
校

低
学
年
（
一
、
二
年
生
）
を
対

象
と
す
る
学
童
保
育
を
行
政
の

事
業
と
し
て
実
施
し
て
は
ど
う

か
家
庭
内
の
核
家
族
化
が
増
え

て
お
り
低
学
年
児
童
の
学
校
の

放
課
後
の
保
護
が
心
配
さ
れ
、

町
民
か
ら
の
声
も
多
々
あ
り
町

と
し
て
も
事
業
化
を
し
町
民
の

要
望
に
応
え
て
は
ど
う
か
。

福
祉
課
長　

本
町
と
し
て
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
し
て

四
か
所
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
約
一

三
〇
名
の
子
供
達
を
預
か
っ
て

お
り
今
年
度
は
学
童
ク
ラ
ブ
が

一
か
所
増
え
か
ぎ
っ
子
対
策
と

し
て
健
全
な
育
成
事
業
と
し
て

取
り
組
む
予
定
で
あ
り
ま
す
。

町
内
河
川
の
水
質
の
状
況
に
つ

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

い
て 

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ビ
ー
チ
の

オ
ー
プ
ン
に
伴
い
ビ
ー
チ

内
の
良
好
な
水
質
で
の
利
用
が

大
事
で
あ
る
。
周
辺
に
流
れ
こ

む
小
波
津
川
や
兼
久
川
等
の
数

本
の
河
川
に
は
家
庭
か
ら
流
れ

る
台
所
や
風
呂
、
ト
イ
レ
等
の

生
活
排
水
や
企
業
等
か
ら
の
排

水
に
よ
る
河
川
の
水
質
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
衛
生
課
長　

水
質
汚
濁
を

示
す
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
水
質
に
つ
い
て

我
謝
地
内
を
流
れ
る
長
溝
川
は

平
成
一
八
年
度
一
一
・
八
ミ
リ

グ
ラ
ム
、
小
波
津
川
五
・
一
ミ

リ
グ
ラ
ム
、
兼
久
川
一
一
・
五

ミ
リ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
年

次
的
に
は
良
好
及
び

横
バ
イ
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
が
、
水
遊

び
の
で
き
る
環
境
基

準
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
が
二

ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
三
河
川
の
水
質

は
水
遊
び
の
で
き
る

川
の
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
の
で
さ
ら

な
る
水
質
浄
化
を
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

上
下
水
道
課
長　

平
成
一
八
年

度
末
で
下
水
道
使
用
可
能
世
帯

数
は
二
、 一
三
九
に
対
し
接
続

し
た
の
は
六
二
三
世
帯
で
す
。

町
長　

平
成
一
八
年
度
三
月
末

の
沖
縄
県
の
平
均
水
洗
化
率
が

八
七
・
九
％
に
対
し
西
原
町
は

三
一
・
〇
％
で
か
な
り
低
い
状

況
で
あ
る
。
五
月
一
四
日
に
下

水
道
普
及
嘱
託
員
を
配
置
し
、

接
続
増
を
図
り
、
河
川
及
び
海

水
の
浄
化
に
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

小川　孝議員

◇小学校低学年児童の放

課後学童保育の実施に

ついて

問

問

問

問

兼久川
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西
原
町
は
県
か
ら
指
定
管

理
を
受
け
て
西
原
マ
リ
ン

パ
ー
ク
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
利
用
の
状
況
と
あ
が
り

テ
ィ
ー
ダ
公
園
に
つ
い
て
も
管

理
規
定
の
変
更
で
有
料
で
マ
リ

ン
パ
ー
ク
同
様
に
利
用
が
可
能

か
伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長　

ビ
ー
チ
の
利

用
に
つ
き
ま
し
て
は
一
ヶ
月
間

で
約
二
万
九
千
人
の
入
場
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

産
業
課
長　

あ
が
り
テ
ィ
ー
ダ

公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
県
の
港

湾
条
例
で
定
め
ら
れ
海
浜
緑
地

と
い
う
位
置
づ
け
の
関
係
上

キ
ャ
ン
プ
等
に
つ
い
て
は
指
導

に
よ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

財
源
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
東
崎
準
工
業
地
域

で
の
新
し
い
工
場
が
来
年
完
成

し
ま
す
。
税
収
と
し
て
ど
の
く

ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
そ

し
て
住
民
税
の
税
源
移
譲
に
よ

る
増
収
、
人
口
増
加
に
よ
る
税

収
は
ど
う
な
の
か
伺
い
ま
す
。

税
務
課
長　

東
崎
の
準
工
業
地

域
の
税
収
に
つ
い
て
は
工
場
の

完
成
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
来
年
一

月
の
課
税
基
準
日
に
決
ま
り
一

年
後
に
課
税
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
又
家
屋
、
償
却
資
産

に
つ
い
て
は
沖
縄
振
興
特
別
措

置
法
に
よ
り
課
税
免
除
に
な
り

ま
す
。
税
源
移
譲
に
伴
う
税
収

に
つ
き
ま
し
て
は
現
時
点
で
は

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
程
度
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
人
口

の
増
に
よ
る
も
の
が
譲
渡
所
得

等
の
伸
び
に
よ
る
の
か
分
析
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

町
有
地
処
分
に
つ
い
て
特

に
東
崎
の
商
業
用
地
の
処

分
に
つ
い
て
企
業
の
誘
致
も
含

め
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長　

東
崎
の
商
業

用
地
の
処
分
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
平
成
一
八
年
三
月
に
基
礎

的
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
的
に
県
の
ホ
テ
ル
用
地
の
処

分
計
画
と
整
合
性
を
持
た
す
べ

く
作
業
を
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
県
が
二
〇
年
二
月

に
公
募
を
す
る
と
い
う
情
報
が

あ
り
ま
す
の
で
町
と
し
て
は
年

度
内
に
処
分
公
募
が
出
来
る
よ

う
準
備
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に
つ

い
て
は
町
と
し
て
財
政
負

担
も
含
め
て
具
体
的
に
検
討
さ

れ
た
か
伺
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長　

現
時
点
で
の

財
政
上
の
負
担
、
土
地
利
用
等

に
つ
い
て
検
討
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

副
町
長　

当
該
地
域
は
西
の
表

玄
関
と
し
て
の
活
用
と
の
こ
と

で
西
地
区
の
開
発
と
リ
ン
ク
さ

せ
な
が
ら
駅
周
辺
の
開
発
等
で

今
後
当
地
域
が
活
性
化
す
る
と

い
う
こ
と
を
推
進
す
る
こ
と
で

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

大城純孝　議員

◇マリンパークの状況と

財政、地域の振興につ

いて

西
原
小
学
校
へ
の
与
那
城

地
区
の
歩
道
上
の
電
柱
撤

去
に
つ
い
て
、
一
年
前
の
六
月

議
会
に
お
い
て
改
善
の
要
請
を

し
ま
し
た
が
そ
の
進
捗
を
お
聞

き
し
ま
す
。

す
ぐ
や
る
課
長　

こ
れ
は
正
式

に
文
書
を
も
っ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
方

に
平
成
一
八
年
七
月
一
八
日
付

で
沖
縄
支
店
の
方
に
依
頼
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
文
書

の
回
答
が
な
い
も
の
で
す
か
ら

職
員
の
方
を
二
人
呼
ん
で
現
場

で
内
容
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
地
域
は
重
要
幹
線
の
た
め

に
膨
大
な
電
話
線
が
あ
る
こ

と
。
移
動
す
る
場
合
の
費
用
は

受
益
者
負
担
に
な
り
、
申
請
者

の
方
が
支
払
い
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
歩
道
は
約
六
〇
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
し
か
な
く
児
童
生
徒
は
車

道
か
ら
歩
い
て
お
り
本
当
に
危

険
な
状
況
で
あ
り
、
こ
の
辺
は

事
故
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
、
今
後
は
関

係
課
と
連
携
を
持
っ
て
要
請
行

動
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

先
日
、
ド
イ
ツ
の
北
部
の

町
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
で
開

催
さ
れ
た
主
要
国
首
脳
会
議
、

い
わ
ゆ
る
サ
ミ
ッ
ト
で
「
温
室

効
果
ガ
ス
二
〇
五
〇
年
ま
で
に

半
減
。
日
本
が
サ
ミ
ッ
ト
で
提

案
し
米
国
も
同
意
、
温
暖
化
防

止
進
展
」
と
新
聞
で
大
き
く
報

道
さ
れ
ま
し
た
が
二
〇
五
〇
年

と
は
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で

す
。
地
球
を
温
暖
化
す
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
国
が
、
ベ
ス
ト

ワ
ン
が
米
国
で
、
二
番
が
中

国
、
三
番
が
ロ
シ
ア
、
そ

し
て
日
本
、
イ
ン
ド
、
ド

イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
と
続
い

て
、
韓
国
が
一
〇
位
だ
そ

う
で
す
。
地
球
の
温
度
が

二
度
か
ら
三
度
上
が
る
と

東
京
が
全
滅
す
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
地
球
は
あ
と
一
〇

年
し
か
も
た
な
い
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
地
球
温
暖
化

対
策
に
つ
い
て
教
育
長
に

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

指
導
主
事　

地
球
温
暖
化
の
問

題
は
世
界
的
規
模
で
の
気
候
変

動
や
異
常
気
象
な
ど
深
刻
な
現

象
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

予
想
さ
れ
る
影
響
の
大
き
さ
、

そ
れ
か
ら
深
刻
さ
な
ど
は
人
類

の
存
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ

る
最
も
重
要
な
環
境
問
題
の
一

つ
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　

今
後
も
図
書

館
と
か
中
央
公
民
館
は
じ
め
、

各
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
家
庭

学
級
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
で
も
環
境
問
題
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
座
を
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
こ
の
町
民
文
化
講
座
で
す
け

ど
五
回
目
も
一
〇
月
一
一
日
な

ん
で
す
け
ど
琉
球
大
学
の
伊
波

み
ち
こ
先
生
を
お
招
き
し
て

「
暮
ら
し
と
環
境
問
題
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
予
定
で
す
。

屋宜宣太郎議員

◇通学歩道上の電柱撤去

の進捗状況を尋ねる

◇地球温暖化対策について

与那城地区の歩道上の電柱

問

問問

問

問

問

東崎商業用地
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町民の声を町政へ町民の声を町政へ
　

本
町
議
会
で
は
、
町
民
の
た
め
に
「
開
か
れ
た

議
会
」
を
目
指
し
て
、
改
善
す
べ
き
諸
事
項
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
へ
の
ご
要
望
・
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
町
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
ま
す
。

͝

ҙ

ݟ

ശ
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近
い
将
来
予
定
さ
れ
て
い

る
庁
舎
建
設
は
、
情
報
公

開
を
基
本
と
し
て
、
二
二
世
紀

近
く
ま
で
使
え
る
よ
う
に
町
民

の
英
知
を
結
集
し
、
町
民
主
体

で
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

多
く
の
町
内
企
業
が
参
加
可

能
な
分
離
・
分
割
方
式
の
手
法

を
と
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

企
画
政
策
課
長　

リ
ー
ス
方
式

が
よ
い
。
分
離
・
分
割
方
式
で

は
、
一
時
多
額
の
資
金
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

結
果
、
現
在
の
事
務
事
業
を
縮

小
す
る
よ
う
な
事
態
が
お
き
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
る
。

リ
ー
ス
方
式
が
優
れ
て
い

る
と
言
う
が
、
分
離
・
分

割
方
式
の
手
法
で
計
算
し
た
資

料
は
あ
る
の
か
。

　

リ
ー
ス
方
式
で
あ
っ
て
も
資

金
を
借
り
る
と
い
う
こ
と
に
は

変
わ
り
な
い
こ
と
だ
。
借
り
た

資
金
の
返
済
の
た
め
の
ト
ー
タ

ル
、
総
支
出
額
で
比
較
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長　

リ
ー
ス
方
式

に
決
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
資

金
の
捻
出
、
調
達
が
一
番
の
問

題
で
分
離
・
分
割
方
式
は
割
高

に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
医
療
費
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無
料
化
を
国
で 

 
�
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�
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乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
が

全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
保

障
す
る
立
場
か
ら
就
学
前
医
療

費
無
料
化
制
度
の
創
設
を
国
に

求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

健
康
衛
生
課
長　

市
町
村
会
や

市
町
村
議
長
会
な
ど
を
通
し
て

要
請
し
た
方
が
い
い
。

大
砲
は
幼
児
教
育
に
有
害　
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図
書
館
の
児
童
コ
ー
ナ
ー

を
観
て
の
町
民
の
感
想
を

聞
き
た
い
。

町
長　

非
常
に
い
い
児
童
コ
ー

ナ
ー
だ
。

芝
生
の
景
観
を
な
が
め
な

が
ら
母
子
が
な
ご
や
か
に

絵
本
な
ど
に
親
し
む
い
い
児
童

コ
ー
ナ
ー
が
、
あ
る
日
突
然
に

黒
い
魔
物
の
物
体
で
あ
る
大
砲

が
設
置
さ
れ
、
児
童
コ
ー
ナ
ー

の
景
観
は
ま
る
つ
ぶ
れ
に
な
っ

た
。
い
や
が
応
に
も
大
砲
を
見

る
よ
う
に
し
む
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
児
童
自
身
の
意

思
を
軽
視
し
選
択
の
余
地
を
奪

い
一
方
的
に
強
い
刺
激
を
与

え
、
視
覚
、
視
聴
覚
材
の
役
割

を
果
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
幼
児
教
育
の
見
地
か
ら

重
大
問
題
。
改
め
て
教
育
的
観

点
か
ら
関
係
者
で
再
検
討
す
べ

き
だ
。

町
長　

百
回
、
二
百
回
聞
か
れ

よ
う
が
答
え
は
変
わ
ら
な
い
。

手
続
き
を
と
っ
て
設
置
し
た
の

で
問
題
は
な
い
。

伊礼一美　議員

◇庁舎建設は多くの町内

企業の参加で

◇就学前の医療費無料化

を国の制度に

図書館前の大砲

住
・
環
境
の
整
備
に
つ
い
て　
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モ
ノ
レ
ー
ル
西
原
駅
に
つ

い
て
、
現
案
で
は
三
案
に

し
ぼ
ら
れ
て
い
る
が
、
町
内
で

は
琉
大
迄
延
長
さ
せ
よ
う
と
の

動
き
が
あ
る
。
行
政
は
ど
の
よ

う
な
考
え
か
伺
い
た
い
。

企
画
政
策
課
長　

モ
ノ
レ
ー
ル

検
討
委
員
会
の
目
的
が
、
中
・

北
部
か
ら
の
モ
ノ
レ
ー
ル
の
一

層
の
利
用
促
進
を
図
る
と
い
う

目
的
か
ら
、
沖
縄
自
動
車
道
へ

の
結
節
が
目
的
で
現
三
案
に
し

ぼ
ら
れ
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

さ
ら
な
る
延
長
を
求
め
る
に
は

こ
れ
か
ら
先
の
採
算
性
、
利
便

性
を
検
討
し
、
い
ろ
い
ろ
な
交

通
シ
ス
テ
ム
の
形
態
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

西
原
入
口
迄
が
決
定
で
、
そ
の

先
は
検
討
課
題
で
あ
り
ま
す
。

棚
原
産
廃
に
つ
い
て
、
三

月
定
例
会
で
課
長
は
被
害

者
は
三
五
名
で
答
弁
し
て
い
る

が
、
三
五
名
と
決
め
た
理
由
は

何
に
基
づ
い
て
人
数
を
決
め
た

の
か
、
又
自
費
で
行
っ
た
方
で

快
方
に
向
か
っ
て
い
る
の
は
何

名
か
を
伺
い
た
い
。

健
康
衛
生
課
長　

考
え
る
会
の

皆
さ
ん
や
、
電
話
等
の
対
応
で

三
五
名
を
把
握
し
た
だ
け
で
、

病
気
が
治
っ
た
か
治
ら
な
か
っ

た
か
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
お

り
ま
せ
ん
。
病
状
の
中
で
皮
膚

病
が
よ
く
な
っ
た
と
か
、
ぜ
ん

息
の
発
作
が
な
く
体
調
は
よ

い
、
病
院
も
行
っ
て
な
い
と
返

事
は
答
え
て
い
ま
す
。

副
町
長　

こ
の
件
に
つ
い
て
は

原
因
が
ど
こ
な
の
か
、
因

果
関
係
に
つ
い
て
も
は
っ

き
り
さ
れ
て
な
く
、
医
療

廃
棄
物
に
よ
っ
て
の
も
の

な
の
か
、
土
壌
調
査
等
も

県
を
通
じ
て
交
渉
さ
せ
ま

し
た
が
、
実
施
さ
れ
て
な

く
町
と
し
て
、
住
民
の
健

康
維
持
、
増
進
と
い
う
立

場
か
ら
権
威
あ
る
北
里
病

院
関
係
者
を
呼
ん
で
勉
強

会
が
で
き
る
か
、
ど
う
か

を
検
討
し
て
行
な
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
に
つ
い
て 
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三
月
定
例
会
で
建
設
検
討
委
員

会
で
検
討
し
て
、
学
識
経

験
者
で
つ
く
る
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
早
期
に
着
工
す

る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
現
状

は
ど
う
で
す
か
。

企
画
政
策
課
長　

三
月
定
例
会

で
確
か
に
内
部
の
調
査
検
討
会

議
の
中
で
検
討
を
得
て
、
今
年

度
は
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る

調
査
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

専
門
的
な
意
見
か
ら
審
議
し
て

い
た
だ
き
、
庁
舎
の
早
期
建
設

に
向
け
て
方
向
性
を
見
出
し
て

答
弁
し
ま
し
た
が
、
未
だ
設
置

し
て
な
い
、
早
期
に
設
置
す
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

宮城秀功　議員

◇住 ・ 環境の整備について

◇産廃について

◇庁舎建設について

◇町有地について

問

問

問

問

問問問

問

沖縄都市モノレール


